


























































































































































































































































































































































































































































































Eastern Asian Education：Implications for America』の最終章として収められた論文，「Human
ResourceDevelopment：TheJ－Model」において，「Jモデル」と彼が名づけた，アジアに共有された人
的資源開発戦略の核心を，以下のように説明している。
「1．国家が伝統的な価値の伝承と外国の技術の習得に重点を置きながら，教育と研究を統制して
いること。2．初等教育の普遍化に高い優先順位が与えられていること。そして，中等・高等教育へ
の国家投資は工学や科学等の重点課題に基本的に限定されていること。3．国家の提供する教育に対
して，個々の学生やその家族，民間セクターは，これを補完する役割を担っていること。4．アジア
国家は開発のみならず人的資源の活用をも統制しようとする中で，マンパワー計画や職業への人材
配置，そして特に科学と工学の統制に取り組んでいること。」（Cummings1997，275－276，筆者訳）
「Jモデル」とはすなわち日本モデルのことであり，この本の副題にあるアメリカへの応用というより
も，韓国・台湾・タイ・シンガポール・マレーシア・インドネシア等の東アジア諸国の教育開発に対し
て，日本モデルが大きな影響を与え，東アジア全体の人的資源開発を支えた教育モデルとなったと，彼
は主張してい＿る＿。　＿＿　＿▼＿　一，
この2つの論文に共通するのは，日本の教育経験の特徴は，国家が教育に高い優先順位をおき，これ
を国民各層が指示し参加している，という点であろう。教育政策に携わる関係者は，教育をどうしても
供給側から，つまりは行政や学校の側からとらえがちであるが，教育活動は需要側，すなわち家庭や地
域社会の関与によっても，その成否が大きく左右される。また，日本の教育近代化の初期の段階や途上
国においては，学校建設や運営費用の大きな部分が地域社会の負担であったり，教師の生活環境の整備
や意欲が地域社会によって支えられており，一見供給側のはずの教育の質の問題が，実は需要側の関与
によって規定されている，ということも珍しくない。また，いくら提供する教育の質を上げても，学生
に学習意欲がなければ，高い学習成果は達成できないし，学生の学習意欲を喚起し，支えるのは，家庭
や地域社会，そして学歴や学力を積極的に評価する社会的人材登用システムである。まさに，日本や東
アジアの諸国は，このような有効な学習社会を，政策努力とともに形成してきたのである。
発展途上国の多くはEFAの達成を目指しながら，その後にあるべき生産的な学習社会の形成を，既
にその開発目標・重点課題として意識し始めている。官民一体となりながら，そうした学習社会を形成
し，ますます促進しようとしている日本の教育経験は，そうした途上国の方向性にこそ，役立てること
ができるのではないだろうか。
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